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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益・雇用・個人所得の改善が見られ景気は概ね回復傾向に

推移しましたが、欧州、新興国経済の先行きの不透明感の増大及び米国の金融政策の影響など景気下振れリスクの

懸念があり、依然として先行きは不透明な状況となっております。

食品業界におきましては、食の安心・安全に対する関心が一層高まるとともに、輸入原料を中心に原材料価格の

上昇が依然続く状況にあり厳しい経営環境が継続しております。

このような状況の中で、当第1四半期累計期間の売上高は5,189百万円（前年同期比3.5％増）、営業利益は326百

万円（前年同期比46.3％増）、経常利益は365百万円（前年同期比37.0％増）、四半期純利益は246百万円（前年同期

比41.4％増）となりました。

セグメント別では、液体調味食品部門は、業務用調味液の売上が増加し、売上高は912百万円（前年同期比19.0

％増）、セグメント利益は113百万円（前年同期比21.2％増）となりました。

粉粒体食品部門は、顆粒製品の受託が伸び、売上高は1,202百万円（前年同期比11.3％増）、セグメント利益は48

百万円（前年同期比167.6％増）となりました。

チルド食品部門は、ゆで麺のアイテムが低調でしたが、焼そば、生ラーメンの受託が好調に推移し、売上高は

902百万円（前年同期比2.2％増）、セグメント利益は80百万円（前年同期比13.3％増）となりました。

即席麺部門は、全体的に低調に推移し、売上高は1,704百万円（前年同期比6.3％減）、セグメント利益は経費節

減に努め73百万円（前年同期比107.6％増）となりました。

その他は、前年と同水準に推移し、売上高は467百万円（前年同期比0.0％増）、セグメント利益は10百万円（前

年同期比122.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

第１四半期会計期間末における資産の部は19,814百万円となり、前事業年度末と比べ203百万円増加しました。

これは主に、流動資産において売掛金が131百万円増加したことによるものであります。

負債の部は2,683百万円となり、前事業年度末と比べ54百万円減少しました。これは主に、繰延税金負債が71百

万円増加し、賞与引当金が105百万円減少したことによるものであります。

純資産の部は17,130百万円となり、前事業年度末と比べ257百万円増加しました。これは主に、その他有価証券

評価差額金が151百万円、利益剰余金が107百万円増加したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年５月15日に発表いたしました第２四半期累計期間及び通期の業績予想につきましては、現時点において

変更ありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計
液体調味
食品

粉粒体食品 チルド食品 即席麺 計

売上高

外部顧客への売上高 766 1,080 883 1,818 4,548 467 5,016

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 766 1,080 883 1,818 4,548 467 5,016

セグメント利益 93 18 71 35 218 4 222

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品（冷凍魚ほか）であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第１四半期累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

その他 合計
液体調味
食品

粉粒体食品 チルド食品 即席麺 計

売上高

外部顧客への売上高 912 1,202 902 1,704 4,722 467 5,189

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － － － －

計 912 1,202 902 1,704 4,722 467 5,189

セグメント利益 113 48 80 73 316 10 326

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、商品（冷凍魚ほか）であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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